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模型砂地盤の支持力実験における砂箱側壁面摩擦の影響ⅠⅠ
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1. は じ め に

砂と平板の間の摩擦力を軽減する方法についての定量

的研究は,そのメカニズムが意外と複雑なこともあって,

これまでにそれほど多くの研究はなされていない.本報

告では,砂と平板の間の摩擦力および,砂と平板の間に

各種の摩擦を軽減させる層を挿入した場合の摩擦力を定

量的に測定し,また,その結果から,砂箱の側壁面摩擦

力について得ることのできた知見について報告する.

2.億摩擦角用直接せん断試験機8)･9)

砂と平板の間の小さい摩擦力を直荷重の大きさ,せん

断速度の大きさを制御し,繰り返してせん断しながら測

定できる装置を製作した (図9,10および写真3).8),9)

1.Belloframcylindertocontrolverticalload.
2.Loadcelltomeasureverticalload.

3.Bearinghousetoguideloadingpiston.
4.Steelball

5.Sandmassorsteelplaten

6.Proximetertomeasurehorizontaldisplacem entof7.

7.Acrylplateorglassplate

8.Bearing,9.Steelwire10.Pulleys.

ll.Deadweight(5kgorlOkg).

12.Loadcell(capacity;200N).
13.Reversiblemoter

14.Speedanddirectioncontrolpanelfor13.

図9 低摩擦測定用直接せん断試験機
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図10 せん断部詳細図 図11 直接せん断試験方法

写真3 せん断部の近接写真 (タイプ1,6-,-0.05kgf/cm2)

図 10に示すアクリル円筒内に空気乾燥豊浦砂を空中落

下法で投下した(間隙比約0.64).次に所定の上載圧を表

2のように加えて,プレート(矛を1つの実験を除いて定

速度 0.2mm/分で片振幅 2mm引き出した.このプレー

ト(参は右方からおもり⑬ (図9)で引張られているから,

ワイヤー⑨を右方向へ送り出すことによって右方向に変

位させることもできる.このようにして,1例を除いて

変位片振幅2mmの繰返し載荷を1回行った (図11a).

引き続き上載圧を所定の値まで増加させて,以上の手順

を繰り返した.ただし,タイプ1に対しては,後に述べ

る理由によって常にせん断変位を片方向にのみ加える試

験 (図11b)も行った.

砂層と平板の間の摩擦力を軽減する方法として,図12

llHH川IIIIHLIZMMHIIHIHllllHllHlJllH川IrlllIIIIIllllHllll川日日HHHHlILIlrI川lllHllーlmHllllllllllrllHm川IIIIlllM州日日llllMllrHLlHllHlLllHlHl川Ir

25










